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屈が 歩行 能力 に影 響 し、結果 と して 有酸素 能力 に 影響 を及 ぼ し

た と考 え られ る。ま た、脳 性 麻 痺 者 に は、不 随 意 な 頸 の 動 きが

発生 し、頸 部脊椎 症性 脊髄症 を持 っ て い る場合 が多 い 。脊椎症

性脊 髄症 は、歩行 障害 及 び換気 障害 を発生 させ て 脳 性麻 痺者 の

有酸素 能力に 影 響 を及ぼ した と考 え ら れ る。

独居高齢者の 足指筋 力と握力 ならび に外 出頻度 との 関連

○植木章三
i、高戸仁 郎

：、犬塚剛
1、吉 田裕人

L

／）東北 文化学園大学
2）岡 山県立 大学

【目的 】独居 高齢者 を対象 に、足 指筋力 と握 力 な ら び に 外出頻度

との 関連 を分析 する こ とを 目的 と した。
【方法】宮城県T 市在住の独居 高齢者を対象と して、握力と足指

筋力 （竹井機 器） を測 定 し た。ま た、訪問面接 調査 を実 施 し外

出頻 度 を聴 取 し た。調 査 対 象者 は 28 人 （男 5人
・女 23人 ） で 、

年齢 は 68歳一・・91歳 〔平均 80± 6歳 ）で あ っ た 。 測 定 は、最大努

力 ドで 左 右交互 に 2回ず つ 行 い 、左 右の 平均値 をさ らに 平均 して

算 出 し た。統計 分析 に は 、握力 と足 指 筋力 との 相 関 に つ い て は

ピ ア ソ ン の 相 関分析 を行 い 、外 出頻度 別の 足指 筋力 の 平均 値の

差の 検定 に は一元配置分散 分析 を行 っ た。い ずれ も有 意水準 5％
を も っ て統計 的有意 と した。
【結果 】足指筋力 と握力 との 関係 に つ い て は 正の 相 関 関係が 示 さ

れ、決定係数 （R2）O．346、相関係数 （R ）0、588 で 有意な相 関が

見 ら れ た （p く0．Ol）。独居 高齡者 の 外 出 頻度 に つ い て、「毎 日外出

する」、「週 に 1回は外出す る」、「外 出 は ほ とん ど しない 」 の 3群
に 分 けて 、それぞ れの 平均 値 を比較 した結 果、有意 差 はみ られ

な い もの の 、外 出 頻 度 が 高 い ほ ど足 指 筋 力 が 高 い 傾 向が 示 され

た （P くO．1〕。
【考察】 足指 筋力 と握力 に は有 意な相閲 が み られ たこ とか ら、一

般 に普 及 し、簡易 に 測 定 が ロ∫能 な 握力 の 測 定値 に よ り、足 指筋

力 も あ る程 度 予 測 す る こ とが 可 能で あ る こ とが 示 され た 。 しか

し、得 られた相 関係 数が0．58程度 と Ll・1等度の相 関で あ る こ とか ら、
握 力で 筋力評価 を行 う と、足 指筋力な ど下 肢の 筋力の 低下 が 見

過 ご され る 者 も少 な くな い と思 わ れ る 。し た が っ て 、握力 の み

で 筋力 を評価する と下 肢の 筋力の 評価を 甘 く見積 もる 危険性 が

考 え ら れ る 。 ま た、外 出頻度 が 低 い ほ ど 足指筋力 が 低 い 傾 向が

み られ た こ とか ら、足 指筋力 を維持 す る に は、定 期 的 にで きる

だ け外 出す る よ うな意 識付 け と環境 づ くりが必 要で ある こ とが

理解 され た。なお本研 究は、平成 23　一一　25年度厚労科研 ；認知機

能 低 下 高 齢 者 へ の 自 立 支 援 機 器 を用 い た 地 域 包 括 的 シ ス テ ム の

開 発 と 評価 （研 究代 表者 ：藤原 佳典） の
一

部 と して 実施 され た。

発 達 障害 児 に お け る トラ ンポ リ ン上 で の 跳 躍 動 作 と運動機 能特

性 との 閲連
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ー
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【は じめ に】 トラ ン ポ リ ン は 手軽 に誰 もが 楽 しめ る 活動 と して 療

育 で 頻繁 に 用 い られ る．しか し発達 障害 児 は，協 調運動不 全 や

バ ラ ン ス 機能の 未 熟 さな どか ら跳躍 動作 の ぎこ ちな さを呈 す る

こ とが あ り，安 全 面 に 配慮 して 手 軽 に 楽 し く取 り組 め，さ ら に

動作 の ぎ こ ちな さ を軽 減で き る よ うな プ ロ グ ラ ム を 立 案 して い

く必 要が ある，本研 究 は，発達 障害児に お ける トラ ン ポ リ ン で

の 跳躍動作 を観察評価 し．運動機 能特性 との 関 連 を検討 した．
【方法】対象は 本研究 へ 参加 の 同意 が得 られ た 発達障害児 10名 （幼

児3名 と小 学生7名），健 常児1名，健常成 人 1名 と した．ミニ ト

ラ ン ポ リ ン 上 で 白由に 跳躍 動作 を実施 させ t 側方 か ら ビ デ ホで

撮影 し動作 を記録 した，運動機 能特 性の 評 価 は療 育 を担当 す る

作 業 療法士 が実 施 し た、【分析 】跳躍動作 は，記録 した 動画 か ら

跳躍 5回分 を選択 し，ス ロ ー再生で 観 察評価 した．評価 は2名で

行い ，足 底接地 と膝関節の 屈伸の 状 態に つ い て検討 した．また

跳躍動作 と運動機 能特性 の 評価結果 との 関運 を検 討 した．
【結果】症例の 跳躍 動作は 3群に 分類 され ，健常児，健常成人 と

同様に 足底 を全 面接地 し，膝 関節 の 屈 伸 が あ ま りみ られ ない 跳

躍動 作 を行 う 工群 （小学 生5名），つ ま先を接地 し，膝関節の屈

伸 が あ ま りみ られ ない H群 （小 学生 2名 ），足底 を全面接 地 し，

接地 時 に膝 関節 が最 も屈 曲す る 皿群 （幼児3名） とな っ た，3群
の 運 動機 能特性 は，1群 は，下肢 お よ び 全 身の 協 調運動 は 拙劣

なが ら概 ね実施 で き，バ ラ ン ス 機 能 は成熟 して い た．ll群 は ，原

始反射が 残存 し，バ ラ ン ス 機能とボ デ ィ
ー

イ メ
ー

ジ は未熟 で ，下

肢お よ び 全身の 協調 運動 は 非常 に 困難だ っ た．皿 群は，3名 と も

幼児期の た めバ ラ ン ス 機能が 未熟だ っ た．
【考察】 トラ ン ポ リン 上 で の 跳 躍動作 は下肢 お よ び全 身の

．
協調性

とバ ラ ン ス 機能 を 必 要 と し，運 動 機 能特性 に よ り跳 躍 動 作 が 変

化 す る こ とが 示 され た．今 後 は 跳 躍 動 作 を 定量 的 に評 価 し，プ

ロ グ ラ ム立 案 を進 め る．

ア ーチサポ ートが 姿勢制御 能および 関節可動域へ およぼす影響
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【背景】内側縦ア
ー

チの 機能 は足部 に おける荷重の 衝撃 を吸収 や、
姿勢 制御 能 の 主要 な機構で ある 。 内側 縦 ア

ー
チ は荷重負荷に よ

り靭帯、足底筋 膜群 な ど に 対 す る ス ト レ ス が増 加 し機能 が 低下

す る 。本研 究 は、テ
ーピ ン グ に よ る ア

ー
チ サ ポー

トを行 い 、動
的お よび 静 的 姿勢 制 御能 に対す る 影響 を、足 関節 の 可 動 域 と足

圧 中心 動揺 の 測定 に よっ て 検討す る こ と を 目的 と した。
【方法 】本 学の 健常 な 男子 大学生 23名 （21．60± O．66 歳） を被験者

とした。被験者 に岩崎 の施術 方法 （非伸縮テ
ープ、伸縮 テ

ー
プ）、

加瀬 の 方法 で テ
ーピン グ を施術 し、足 関節 の 底屈 お よ び 背屈 の

開 節可 動域 の 測定 （以下 ，ROM ）、開脚
・
閉 脚

・フ ァ ン ク シ ョ ナ

ル リ
ー

チ テ ス ト （以
．
卜
1
．FRT ）の 実施時 に足圧中心動揺 の 測 定 を

した。
【結果 お よび 考察 】総軌跡長 は、開脚時 で は 加瀬 の 方法 の 結果が

素足 の 条件 と比 べ 有 意に 小 さ くな り、外 周面積 は、FRT の 実施
時に 岩崎 の 方法 （非伸縮 テ

ー
プ）、岩崎の 方 法 （伸 縮 テ

ー
プ ）の

結 果が 素足 に 比 べ 有 意 に 小 さ くな っ た。また外 周面積 の 測定 結

果 の 変化率 は FRT の 条件 で 岩崎 の 方法 （伸縮 テ
ープ）の 結果が

岩 崎 の 方法 （非仲 縮 テ
ープ） と比 べ 有意 に 小 さ くな っ た 。 以 上

の こ と か ら、テ
ーピ ン グ に よ る ア

ー
チ サ ポ

ー
トは動 的 ・静 的姿

勢 制御 を向上 させ る 傾向 に あ る こ と が わ か ワ た。また、非伸縮

テ
ープに よる ア

ーチサ ポートは足 部の動 きが制限 され る が、伸
縮 テ

ープ （キ ネシ オテ
ー

プ）は足部 の 動 きが 円滑 に動 くた め、伸

縮 テ
ープ に よ る ア

ー
チ サ ポートは 動 的 ・静 的姿 勢制御 能 の低 下

を防ぐこ とが わか っ た 。

ドイツ におけるイ ンクル ージ ョ ンとス ポー
ツ 授業の展開

○安 井友康
1
、山本理人

2
、千賀愛

］

1） 北海道 教育大学札 幌校

2）北 海道教育大学岩見沢校

【は じめ に 】 ドイ ッ は州 に よ っ て 教育制 度が 大 きく異 な り、先 進

的 に イ ン ク ル ー
シ ブ教 育 を進 め て きた 地 域 と分離 型 の 教 育 シ ス

テ ム を続 け て きた 地域 が ある 。し か し 「障害 者の 権 利条約 」 な

ど の 影響 もあ り．こ れ まで 分離 型 の 教育 シ ス テ ム を続 け て きた

地域 も、イ ン ク ル
ー

シ ブ 教育 の シ ス テ ム に移行 しつ つ あ る。イ

ン ク ル ージ ョ ン の 導入 に伴 い 、学校 や ス ポ
ー

ッ 授 業 （体育）、地
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域 ス ポーツ クラブ の 機能が どの ように変化 して きて い る の か、教

師、指導者へ の イ ン タ ビ ュ
ー、実 際の 授業

・
指導場 面 の 分析 を

も とに報告 す る。
【方法 】2005年か ら 2014年に行っ た ベ ル リ ン 市州お よ びニ

ー
ダ
ー

ザ クセ ン 州の 基礎学校、E級学校、特別支援学校 の 校 長、ス ポー
ツ 教 師、地域 ス ボ ー

ツ ク ラ ブ の 指 導者 な ど へ の 聞 き収 り を行 い

lC レ コ
ー

ダ
ー

に記録 した 。 また授 業 ・活動 につ い て は VTR に記

録 した。
【結 果 と考察 】分 離 型 の 教 育 制 度 を とっ て きた ニ

ー
ダ
ー

ザ ク セ ン

州 で は、2012年 に イ ン ク ル ーシ ブ教育 制度 の 本格 的 な導 入が 決

ま っ たの に伴 い 、特別 支援学 校が 規模 を縮 小 す る と と もに、地

域 の セ ン タ
ー

的 機 能 と し て 教 師 の 派遣 な ど が 行 わ れ る よ うに

な っ た。ス ポ ーッ 授 業 に つ い て も、必 要 に 応 じ て 共同で 進め ら

れ る よ うに な る と ともに、障害の あ る子 どもを含め、一
人
一

人

の ニ
ーズ を把握 す る と と も に 能力 に 合 わ せ た 授業 構成 を工 丿こし

た り、個 々 の 児童 生徒 の 興味 を持続 させ 、モ チ ベ ーシ ョ ン を高
め た りす る な どの 指導方法 の 変化 が 求め られ る よ うに な っ て い

た c

．・
方 で 、各通 常 学校 の 組織 的 な取 り組 み 状 況 の 違い や 児童

生 徒 の 障 害状 況 に よ り、イ ン ク ル
ー

シブ 教 育の 実施 に 困難や 課

題 も生 じて い る との 指摘 もあ っ た。また通 常学校 の ス ポー
ツ 教

師や 特別 支援 教 育 を担 当す る 教師 に 対 し、求め られ る ス キ ル が

変 化 して きて い た。イ ン ク ル ージ ョ ン が単 に 特 別支援教 育 の 問

題 で は な く、通常学校の 教師を含め た 教育 シ ス テ ム 全 体の 問題

で ある こ とが うか が わ れ た。

総 合型地 域ス ポー
ツ クラブに お けるイン クル

ー
ジョ ン

〜クラブ運営者へ の イン タ ビ ュ
ー調査 か ら〜

○山本理人
L
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2）北 海道教育大学札幌校

【目的】 「誰 もが 参加で きる 」 こ と を そ の 理 念 と して 掲 げる 総 合

型 地 域 ス ポ
ー

ツ ク ラ ブ は、近 年、地 域 に お け る障害 者 の ス ポ
ー

ツ 活動 の 受 け皿 と して 期待 され て きて い る 。こ れ まで 、総合 型

地 域 ス ポ ー
ツ ク ラ プ に お け る 障 害 者 の 参加 実 態 に 関 して は 、藤

田 （2012）、笹 川 ス ポ
ー

ツ 則
1
団 （2013）が調 査 ・研 究 を行 い 、障

害 者の 参 加実態 と課題 を明 らか に して い る。ま た、奥 田 （2012）は、
ク ラ プ マ ネジ メ ン トとい う視点か ら総 合型 地 域 ス ポ ーツ ク ラ ブ

に お け る 障 害 者 の 受 け 入 れ に関 す る調 査 ・研 究 を行 い 、制 度 試

案の 構築 を試 み て い る 。 しか し な が ら、障 害者 の 受け入 れ や 運

営 へ の 参 画 に つ い て、総 合型 地域 ス ポー
ツ ク ラ ブの 運営 者 を対

象 と した 質 的 な 調 査 ・研 究 は 少 な い 。本 研 究 の 目的 は、総 合 型

地 域 ス ポーツ ク ラ ブ にお ける 障害 者の 受 け入 れ に 関す る 現状 と

課題 に つ い て、運営者へ の イン タ ビ ュ
ー
調査 か ら明 らか に し、地

域 に お ける ス ポーツ 環 境の あ り方 を検 討 す る た め の 基礎 的 な資

料を収集する こ とで ある 。

【方法】本研 究 に おい て は、調査 協力の 内諾 を得 られ た 6つ の 総

合 型 地域 ス ポ
ー

ツ ク ラ ブ の 運営 者 を対 象 に 半 構 造 化 イ ン タ

ビ ュ
ー

を 実 施 した。デ
ー

タ収 集 期 間 は、追 調査 を含 め 2014年 9月

か ら10月で ある。なお、調査対 象者 とは、研 究倫理遵 守 に関す

る 誓約書 を取 り交わ した。
【結果 と考 察1本研究 で は、総 合型 地 域 ス ポ

ー
ツ ク ラ ブ にお け る

「障害者 の 受 け入 れ」「イ ン クル ージ ョ ン の 実 現」 に 厂運営者 の

意 識」「指導者の 意識」「会員 の 意識」「地域住民 の 意識 」が 関わ っ

て い る こ と、「埋 念、目標 ・方針」 「組織 体制 （形 態的 ・構造 的

側 面、機 能的 ・文化的 側面、持続可 能性 に 関 わ る 側面 ）」 「各 種

資源 （人 的資源、物 的資源、財務 的資源、情報 的資源 ）」 「リ ス

ク マ ネジ メ ン ト」 に 関 わ る 課 題 が 存 在す る こ と が 明 らか と な っ

た 。

イン クル ーシブ体育 と障害理解

○竹巻勇 人
⊥
、澤江幸則

2

、齊藤 ま ゆみ
2

1）筑波大 学大学院

2＞筑波大 学

　本研 究 で は、イ ン ク ル
ー

シ ブ体育に 関す る ア ン ケ
ー

ト （全 19
項 目） を行い 、イ ン クル ーシ ブ 体 育が 及 ぼ す影響 につ い て 検討

．

した。
　T 大 学 の 学生 90名 を対象 に、障 害関わ り得点 （障害 の あ る人

との か か わ っ た 経験 をもとに し た得点）の 高 い 群 と低 い 群、イ

ン ク ル
ー

シ ブ体 育 経験 あ り群 とな し群 の 2 つ に 分 け、ヒ検 定 を

行 っ た。
　そ の結 果、障害関 わ り得点 の 高い 群 と低 い 群 との 間 に は3項 目

で 有意差が 認 め られ、2項 目で 有意差傾 向が あっ た。す なわ ち、「大
学 に 入 学す る 前 に 車い す バ ス ケ や ゴール ボ ール な ど の ア ダ プ

テ ッ ド・ス ポ
ー

ツ （以 降、AdS ）を経験 した こ とが ある か 」（t＝2．49，
p 〈 ．05．df＝51）、「AdS につ い て も っ と知 りた い 」 （t＝2．68、　p く．Ol．
df＝72）、1

．
障害へ の 対応 に つ い て さ ら に 学び た い 」 （F3 ．22，　p 〈、01，

df＝67）は、い ずれ も得点の 高い 群が低 い 群 より有 意に 高 く、「大

学 に 入 学 す る前 に 車 い す を使 用 した り、ア イマ ス ク を して 白 杖

を使 うな ど の 障害体験 を した こ とが ある か 」「障害 の あ る 人 とな

い 人 が
一

緒 に行 う体育 ・スポ
ー

ツ を さ ら に経験 して み た い 」は、
い ずれ も得点 の 高い 群が 低 い 群 よ り有 意 に 高い 傾 向が み られ た。
ま た、イ ン ク ル ーシ ブ体 育経 験 あ り群 とな し群 との 間 に は 1項 目

で 有意 差 が 認 め られ、3項 H で 有意 差 傾 向 がみ られ た。す な わ ち

「AdS に つ い て も っ と知 りた い 」 （t＝2．29，　p〈、05，　df＝61）は、イ ン

ク ル ーシ ブ体 育経 験あ り群が な し群 よ り有意 に 高 く、「大学 に 入

学 す る前 に 車い すバ ス ケ や ゴ ー
ル ボ

ール な どの AdS を経験 した

こ とが あ るか」 「大学 に入学す る 前 に障害 の あ る 人に声 をか けた

り、何 か 手助 け を した こ とが あ る か 」 「障害 の あ る 人 とな い 人 が
一

緒 に 行 う体育 ・ス ポ ーツ に つ い て も っ と 知 りた い 」 は、い ず

れ もイン ク ル
ー

シ ブ体育経験 あ り群 がな し群 よ り有意 に 高い 傾

向 が み ら れ る 。こ れ らの 結果 か ら、イ ン ク ル
ー

シ ブ体 育 を 経験

す る こ と で AdS の 経験 や 障害の あ る 人 と の か か わ りが増 え、
AdS の 経 験や 障害体験 をす る こ と で、　 AdS や 障 害の あ る 人 に対

す る対 応 の 仕方 の 知識 獲得に 意欲的 に なる こ とが 示唆 され た。

ス ポーツ 組 織の
一

元化 （統 合 ） とパ ラ 1丿ン ピ ッ ク ・コ
ー

チ の 葛

藤　一ノ ル ウェ
ーに お け る 事例 調査 か ら一
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1） 北 海 道 美唄 養 護 学校

2＞北海道 教育大 学岩見沢校

3＞北海道 教育 大学札幌校

【目 的】近年、複数の 国 で ．イン ク ル ーシ ブ なス ポーツ 環境 の 形 成

に 向けた健 常者 と障害 者の ス ポ
ー

ツ 組 織に お け る
一

元 化が 進 め

ら れ て い る。ノ ル ウ ェ
ーは、2007 年 まで に ス ポ

ー
ツ 協 会 レ ベ ル

に お け る
一

元化 を完 了 させ て い る。一方、環 境 の 変化 に 伴 う課

題 を指摘 する声 もある、，本研究 の 日的 は、ノ ル ウェー
代表の コ

ー

チ に 対す る イン タ ビ ュ
ー調査 を通 して

一
元 化 へ 移行 して い る 国

に お け る パ ラ リ ン ピ ッ ク
・

コ
ー

チ の 「障害者 ア ス リ
ートの 育 成・

強化 に関 する 経験」 を 明 ら か に す る こ とに よ り、パ ラ リ ン ピ ッ

ク に 関 わ る ア ス リ
ート育成 ・強化 の 環 境 を 改善 す る た め の 基礎

資料 を得 る こ とで あ る 。

【方法 】本研 究に お い て は、ア イ ス ス レ ッ ジホ ッ ケ
ー、ク ロ ス カ

ン トリ
ー

ス キ
ー、ボ ッ チ ャ か ら各 1名、計 3 名 の コ

ー
チ を対象

に 半構 造 化 し た イ ン ダ ビ ュ
ー

を行 っ た。調 査 の ガ イ ドラ イ ン に

沿 っ て 得 ら れ た デ ータ を コ ード化 し、比 較 を 繰 り返 して カ テ ゴ

リ
ーとサ ブ カ テ ゴ リ

ー
に 分類 した。分 析 は 最初 に ケース ご と に

行 い 、次 に ケ
ー

ス 間 の 比 較 を行 っ て最 終 的な カ テ ゴ リ
ーとサ ブ

カ テ ゴ リ
ーの 生成 に 至 っ た。全 て の イ ン タ ビ ュ

ー
は、2012年 3

月に オス ロ 市にお い て 行 っ た。
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